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序章







　各務原かかみがはら飛行場。

　此こ処こは、明治九年に陸軍第三師団が設置した砲兵演習場が前身の軍事拠きょ点てんである。

　この当時は未だ『航空兵力』というものは、戦争の趨すう勢せいを変える程のものではなかった――少なくともそう認識されていた。

　だが第一次世界大戦において西欧諸国が用いた航空兵力は、戦せん況きょうを一変させる程の効果を発はっ揮きし……これに刺し激げきされた陸軍中央部は、航空兵力の強化を痛感。常設の航空部隊の新設を発令し、大正四年からこの各務原において飛行場の整備が開始された。

　そして大正六年六月――陸軍は、各務原飛行場を開設。

　この地は日本で初めての軍用飛行場となった。

　翌大正七年には所ところ沢ざわの航空第二大隊が移転。これを機に、各務原飛行場は陸軍航空の拠点として確固たる地位を得る事になる。

　そして――

「……ふぅむ」

　その飛行場の片かた隅すみ。

　そこで数名の男達が、駐ちゅう機きされた一機の軍用機に興味深げな視し線せんを注いでいた。

　細身の胴どう体たいに、定番とも言える中ちゅう翼よくの配置。

　左右の主翼にそれぞれ一基ずつの発動機を配置された、いわゆる双そう発はつ機きだ。

「同じ陸軍機ではあるが――」

　まるで幼おさな子ごの身体からだを撫なでるかの様にそっと、回転翼プロペラの翼端に触れて、今いま尾お正ただし陸軍少佐は言った。

「このキ83はあちらとは随ずい分ぶんと違う印象だな」

「少佐。こいつは双発機ですよ？」

　今尾少佐の言葉を聞いて部下が首を傾かしげる。

「そりゃあ単発のアレとは違います」

「双発になった分、重くなってるんじゃないのか？　操そう縦じゅう系が重いのは勘かん弁べんして欲しいが」

　部下の隣に立つ大尉の階級章を付けた操縦士が腕組みをしながら言った。

　いかにも昔気質かたぎといった雰ふん囲い気きの、ただでさえ厳いかめしい顔を、今は更にしかめている。どうやらこの操縦士は、目の前の試作機が今一つお気に召めさない様だ。

「確かに今時、巴ともえ戦せんは流行はやらないのかもしれんが、いざとなった時にものを言うのは旋せん回かい半径の小ささだと俺おれは思う。そういう意味でこいつはどうなんだろうな」

「少なくとも俺は一〇〇式司し偵ていよりは操縦桿かんが軽いと思ったがなぁ」

　更にその隣で中尉の階級章を付けた男が、先の台詞せりふの後を受けて言った。

　こちらも操縦士で――彼は既すでに、この機体を数回飛ばしている。

　今尾少佐を含め、男達は全員が操縦士、それも新型機の出来を評価し、来たるべき量産機への改良点を洗い出す為に集められた人材――いわゆるテストパイロットだ。

　どうやら彼等にとって階級の上下はあまり意味を持たない様だった。少なくとも佐官を前にしながら大尉も中尉も直立不動で緊張している様子は無いし、口調もひどくざっくばらんなものである。階級社会の典てん型けいとも言うべき軍隊において彼等の態度は珍めずらしい、というより異常とも言える気き易やすさだった。忌き憚たんない意見を出し合う為、試作機評価の場においては階級の事は忘れろ、と今尾少佐が何度となく告げてきた成果だろう。

「こいつは二〇〇〇馬力の双発だぞ？　後ろを取られそうになったら馬力を活いかして逃げ切ればいいんだ」

　更に別の操縦士が身振り手振りを交えながらそう主張する。

　彼の意見には今尾少佐も同感だった。

「そうだな。それにこいつは素性がいい。排はい気き関係に問題が殆ほとんど起きてないしな。おかげで馬力が稼かせげる」

「その馬力をどう活かすかが、俺達に与えられた課題な訳だな」

「あとは……これは言っても仕方の無いことかもしれんが……燃料がな……」

　と中尉が溜ため息いきをつく。

「最近じゃすっかり燃料の質も落ちてるからなぁ」

　確かに燃料の質は日に日に落ちている。

　元々この戦争――太平洋戦争が長引く事になった要因の一つが、日本に殆どない石油資源を東南アジアに求めた事である。

　蘭らん印いんの油田地帯が手に入っていた頃はまだ良かったが、アメリカ軍による通商破は壊かいでろくに石油が届かなくなり、南方では負け戦いくさが続いていると伝え聞く。

　大だい本ほん営えいがいくら威勢のいいことを言っていても、軍の内部にいる人間には――特に幾いく度どとなく実戦を経験してきた現場の人間達には、この戦争が間もなく最悪の形で終わる事は充じゅう分ぶんに予見出来ていた。

　だが、それは未だ絶対ではない。確定した未来ではない。

　だからこそこうして、技術者達は血眼になって新型機を開発し、操縦士達は命懸けでこれを評価してその完成を急ぐ。敵と戦って撃げき墜ついされる可能性こそ少ないが、未だ開発途上にある新型機に乗るのは、戦せん闘とうとは別の危険がつきまとうのだ。

「…………」

　今尾少佐は機首に眼を向ける。

　そこには二門の二〇ミリ機関砲と、三〇ミリ機関砲が装備されていた。航空機としてはかなりの重武装と言って良いだろう。

「馬力を活かして一いち撃げき離り脱だつ。それでいいじゃないか。高度は位置エネルギーという形で保存されていて、急降下すればそれは運動エネルギーに変換される。そして、上じょう昇しょうする時には失われる運動エネルギーをこの二〇〇〇馬力の双発が補おぎなってくれるんだ」

　それは今尾少佐が事ある毎ごとに口にしていた理論だった。

　空中戦は我が慢まん比くらべだけで決まる訳ではない。如何いかにエネルギーを上う手まく使ってやるかなのだと彼は常日頃から部下に説といていた。

　だが……彼の持論は実のところ『早すぎた』代しろ物ものだった。

　未だ有ゆう視し界かい戦闘が基本のこの時代、戦闘機による空中戦も、多分に操あやつる人間個人の感覚や才能によって勝敗が決まる場合が少なくなかった。戦術よりも戦技、更に大事なのは根性……そう考えている操縦士も数多かった時代である。精神論が幅を利かせる現場で物理法則を懇こん々こんと説いても理解はされにくい。

　今尾少佐が学者肌だった事もあり、多くの者は彼が持論を説いても『また博士のご高説が始まった』と聞き流される事も多かったのだ。

「また今尾さんのエネルギー論が始まったか」

「理り屈くつとしては合ってるかもしれないけど、それこそ机き上じょうの空論じゃないですかね？」

「第一、空中戦をやっている時にそんな事を考えている余よ裕ゆうなんてありゃしませんて」

　今尾少佐の言説は皆に知れ渡っているものの、あまり操縦士達の間での反応は芳かんばしくない様だった。今尾少佐は短く溜息をつくと、改めて――むしろ部下達ではなく自分自身に言い聞かせる様にして言った。

「なんにせよ、こいつは予想以上に軽快に飛べる事がハッキリしている。俺は命を懸かけなきゃならん時には、こいつに乗って出撃したい」

「――ま、今後こいつで闘う機会があるかどうかが問題ですな」

　その呟つぶやきにも似た言葉を部下の一人が聞きつけて、混ぜっ返す様に言った。

「何しろ今の戦局ときたら……」

「おい、今の発言は問題だぞ。憲兵や特とっ高こうに聞かれたらどうする」

　大尉が片方の眉まゆを上げてそう言った。

「今の発言？　何のこった？」

「俺は何も聞いとらんぞ？」

　男達の間から笑い声が湧わいた。

　此処には仲間を『売る』様な奴は居ない。誰だれもが新しい戦闘機をより良くする為に必死なのだ。今尾少佐の理論を受け入れるかどうかは別としても、仲間を信じていなければ試作機の評価試験飛行など、やっていられない。

　だからこそこうして軽口もたたける。

　だが――

「…………」

　今尾少佐は勿もち論ろん、分かっていた。

　自分達が試験しているこの新型機の登場は遅おそすぎた。あまりにも遅すぎたのだ。

　恐おそらくこの機体が量産されたところで、日本が今から戦局を覆くつがえして米英に勝てるとは思えない。そもそもの物量が違うのだ。それを今尾少佐は思い知らされていた。

　忸じく怩じたる想いを噛かみ締めながら、しかしだからといって自分達の仕事を無む駄だだと放り出す訳にもいかない。

　いや。むしろ遅すぎたからこそ――

「こいつが完成すれば、あの忌いま々いましいＢ29も何とか出来るかもな」

「……ですね」

　キ83は元々、中国大陸における爆撃機護ご衛えいの任に就つく為に計画され設計された機体だ。

　だがこれは一九四三年秋に大幅に変更になった。既に大陸における航空戦闘に関して、日本軍は防戦一方――迎げい撃げきに徹する状態になっており、爆撃機による長距離侵攻は殆ど行われなくなった。

　代わりにキ83に期待されたのは、本土に飛来する様になった高々度爆撃機Ｂ29の迎撃や、速度を活かした偵察任務である。

　つまり、日本は既に支配域を拡大するどころか、本土を守る事に徹せざるを得ない状態にまで追い込まれているという事になる。

　既にこの戦争において日本の勝利は――当初、日本が思い描いた様な勝利は無い。

　それは多くの将兵達が感じている事だった。

　だが……粘ねばり続ければ、勝てはしなくとも、より有利な条件で講和が出来るかもしれない。

　それは恐らく――より多くの日本人の命を救う筈はずだ。

　前線で戦っている兵士だけではない。この戦争が終わった後の、一般国民達の命をも、より多く救えるかもしれない。

　今尾少佐は、ふと田舎いなかに疎そ開かい中の妻子を脳のう裏りに思い描く。

　未だ見ぬ子々孫々の為にも、自分達の努力は無駄にはならない。無駄にしてはいけない。

「俺達が試験するこの機体には、多くの人命が懸かってる」

　それは誰に言うともない、単なる呟きであったのだが。

「…………」

　部下達は言葉も無く――ただ今尾少佐の言葉に揃そろって頷うなずいた。










第一章　限界







　工学系の専門学校は大たい抵ていの場合……男女比に著いちじるしい偏かたよりが出る。

　一つの学級に女子が一人、なんてことも別に珍しくない。

　しかも専門学校というのは特定の業種に特化している分だけ、こなすべき課題は具体的でその種類と分量も多く、真ま面じ目めに学ぼうとすればするだけ余よ暇かも――遊ぶ時間も限られてくる。となると学校に拘こう束そくされる時間は増え、それに反比例して学外で異性と出会う機会も限られる訳で。

　つまりは『カノジョ？　何それ美お味いしいの？』的な奴らの吹ふき溜だまりになることが多い。

　異性関係に関しては、とにかく不ふ遇ぐうな青春を送っている者が殆どだ。

　だからこそ、そうした環かん境きょう下では『彼女持ち』は妬ねたみ嫉そねみの対象になりやすい。

　それどころか――実際には恋人なんて居なくても、女の子の友人知人が多い、というだけで激しく僻ひがまれたりもする。

　例えば……この俺、豊とよ崎さき将しょう一いち郎ろうのように。

「おい、豊崎ぃ……」

　今日も今日とて昼休み……学食で昼飯を食っていた俺の所に、同級生が二人ばかりやってきてねちっこく絡からんでくる。

「お前はいいよなぁ」

「なにが？」

　と、とりあえず俺はとぼけてみる。

　連中の言いたいことは勿論分かっているが、だからといって『へへへ。羨うらやましいか。羨ましいだろう』などと言おうものならば、どんな制裁行為が待ち受けているか分かったものではない――というか大体想像がつくので極きょく力りょく回かい避ひしたい。

「何しろ女子高生二人も囲ってる上に」

「碧あおい目の嫁よめさんと同どう棲せいまでしてんだからよぉ」

　絡んできた同級生――田た中なかと工く藤どうという――はじっとりとした視線を俺に向けながらそんなことを言ってくる。

　同棲も何も、普ふ通つう、嫁とは一いっ緒しょに住むものだろ――などという突っ込みも頭の片隅に浮かんだけれども、問題は勿論そういう話ではなく。

「だから嫁さんって何だよ。アンジェはそんなんじゃねえって言ってるだろ」

「嫁さんじゃなきゃ何なんだよ。大体アンジェとか愛称ペットネームで呼び捨てとか」

「毎日部屋に来て炊すい事じとか洗せん濯たくまでしてくれてんだろ？」

「通い妻ってやつ？」

「『アナタ、お疲れ様、お食事にします？　お風呂にします？』」

「『それともアタシ？』」

「しかも裸はだかエプロンで――くわぁ、許せん！」

　勝手に妄もう想そうの翼を広げて憤いきどおる田中と工藤。

　どうでもいいけど何なんだその典型的ステロタイプすぎる妄想は。

「本当、世の中って不公平だよな」

　二人は俺を挟はさむように左右に座りながら言った。

「こんな冴さえないヤツに三人も美少女がくっついてるってのに」

「…………」

　いやまあ、俺が取り立ててイケメンな訳でも、金持ちな訳でも、特定の技能に突出した天才でもないのはその通りなのだが。田中や工藤の言う『美少女』達が俺の傍そばに居るのはちゃんと理由がある。それも洒落しゃれにならない深刻な理由が。

　だがそれを彼らに説明する訳にはいかない。

　彼女らが俺としばしば行動を共にしている理由、それを秘密にすることは、彼女らを守る為にも必要だ。だからこそ俺はこうして、同級生に妬まれ嫉まれやっかまれても、本当のことを言えないまま堪たえ忍しのばなければならない訳だが。

「なあおい豊崎」

　がっしと工藤が俺の肩に手を回してくる。 ...
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item/xhtml/js/kobo.js
var gPosition = 0;
var gProgress = 0;
var gCurrentPage = 0;
var gPageCount = 0;
var gClientHeight = null;

const kMaxFont = 0;

function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
    bc.marginTop = '0px !important';
    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
    bc.webkitColumnGap = '0px';
	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}
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item/js/kobo.js
var gPosition = 0;
var gProgress = 0;
var gCurrentPage = 0;
var gPageCount = 0;
var gClientHeight = null;

const kMaxFont = 0;

function getPosition()
{
	return gPosition;
}

function getProgress()
{
	return gProgress;
}

function getPageCount()
{
	return gPageCount;
}

function getCurrentPage()
{
	return gCurrentPage;
}

/**
 * Setup the columns and calculate the total page count;
 */

function setupBookColumns()
{
	var body = document.getElementsByTagName('body')[0].style;
	body.marginLeft = 0;
	body.marginRight = 0;
	body.marginTop = 0;
	body.marginBottom = 0;
	
    var bc = document.getElementById('book-columns').style;
    bc.width = (window.innerWidth * 2) + 'px !important';
	bc.height = (window.innerHeight-kMaxFont) + 'px !important';
    bc.marginTop = '0px !important';
    bc.webkitColumnWidth = window.innerWidth + 'px !important';
    bc.webkitColumnGap = '0px';
	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}
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